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速化し、「社会的なもの」の「社会形式」を再編成している。テレビに登場することがセレブリ

ティを確保する手段だった時代から、YouTube に登場して YouTuber となることが有名性を獲得

する一つの手段となるように、である。 
一方で、「社会の思考のカテゴリー」の枠組みとその変容にメディアが決定的に関与している

と上述した側面とともに、それを背景にしながら各領域・制度の「社会的なもの」のあり方に

メディアが作用する力を、クドリーは「メディア化（mediatization）」という概念で指示してい

る。それは、政治制度、教育制度といったメディア制度とは異なる領域の「社会的なもの」の

あり方にメディアが決定的なかたちで関与している事態を指す。 
「政治制度や政治過程がメディアの関与を離れては成立しない」と述べれば、この指摘が含

意する事態を十分に理解できるだろう。テレビに政治家が登場しアピールすること、政治家自

身が Twitter で自身の主張を述べ、数万のフォロアーを獲得すること、またユーザーも政治家の

発言に対して辛辣なコメントを寄せて多くのユーザーの共感や反感を生み出すこと。教育制度

もまた新自由主義的な政策のもとで外部評価にさらされ、就職ランキング、教育力ランキング、

さらには個々のユーザー（生徒、学生）によるネット上の発言等、既存のメディアや「マス・

セルフ・コミュニケーション」による膨大な情報のフローと無関係に存立できる自立した制度

ではなくなっている。そしてこうしたメディアの権力が一つの要因となり、「権威と制度の多孔

性（authority and the porosity of institutions）」（249 頁〔原著 153 頁〕）が生じる。これが本書でク

ドリーが下す一つの診断である。 
いずれにしても、あらゆる社会過程、あらゆる「社会的なもの」のあり方とその形式の変化

にかかわるところの、けっして別のものに還元できない要素としてメディアを考えること、そ

のことが必要なのだ（227 頁〔原著 137 頁〕）。個別分散化した今日のメディア研究の現状を振

り返るとき、このクドリーの主張からわれわれが学ぶべき論点は多岐にわたる。冒頭で、体系

的で、骨太の力作であると述べた理由である。 
 
2012 年に刊行された直後に、大学院のゼミでこの著作を輪読した。その本がこうして翻訳さ

れたことを悦びたい。訳者の努力に敬意を表するとともに、多くの研究者に読まれることを期

待している。 
 

（いとう まもる 早稲田大学教育・総合科学学術院教授） 

159



24 2019

spirit master

160



8 1581

24 2019

spirit master

161



24 2019

2008 pp9-41 2011 pp1-19 1)

1994 2)

2009 pp1-41 3)

2013 pp18-38 pp161-172 4)

2001 5)

1977 pp108-129 6)

2009 pp204-248 7)

2008 p6
8)

2018
9 9 p3 9)

2018 9 22 10)

162



1) 

142 2008 pp9-41

50 2011 pp1-19

2) 5 Ⅴ 1994

1933

4 Ⅳ

1994 pp536-555 1934 pp1-14

1933~4

3) 2009 pp1-41

4) 18 2013 pp18-38 pp161-172

5) 2001

6) 1977 pp108-129

7) 2009

pp204-248 

8) 2008

p6

9) 

2018 9 9 p3

10) 2018 9 22

24 2019

2008 pp9-41 2011 pp1-19 1)

1994 2)

2009 pp1-41 3)

2013 pp18-38 pp161-172 4)

2001 5)

1977 pp108-129 6)

2009 pp204-248 7)

2008 p6
8)

2018
9 9 p3 9)

2018 9 22 10)

163


